
ヒートカットパウダL
で断熱

東亜システムクリエイト
⑪東亜システムクリエイト 806‐ 6841‐6988
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0100Wの白熱球を塗装面側から当て、室内側に相当する反対側
を測定。点灯数秒後、断熱塗料が448度 C、 素のFRPが60度C

●右が水性ベンキにヒートカットパウダー
を混ぜて塗布した面。左の面とはつながっ
ていないので熱伝達は起きないはず
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ヒートカットノヾウダー
価格 3780円

●写真は300祀で、700m2の塗料と混ぜ、2回
塗りで膜厚0 4mmと した場合25市程度塗れる。
容量は242のパッケージまで5タ イプ用意。
体積比で30%、 重量比で15～ 20%程度が混合
比の推奨値。塗料だけでなく、接着剤やセメ
ント、しっくいなどにも混ぜて断熱効果を高
めることが可能。素材は球体表面により赤外
線を反射、もしくは再放射することにより90
%以上の熱吸収を抑えることが可能。膜厚 1
mmにすると結露防止になる
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●モーターホー
ムの最外板に使
われている、 1
mm厚 程度のFR
P板端切れでテ
ストしてみるこ
とに。テストで
使っているピー
スだ

●ごく少量の塗
料でいいので、
ヒートカットパ

ウダーもほんの
ちょっと。配合
率は重量比で20
%。 これでも意
外と延びはいい

ようだ

東和システムクリエイト

岡購賽壽さん

0上がFRP板の
表面にサンダー

で足付けした状
態。 FRPlこ塗装 ・ |

i延 難 J:難
で注意     ||||||

0右上が乾いた
状態。かなりざ
らついたマット
面になっている
が、これまであ
った断熱塗装剤 ||

などと上ヒ較する ● |

とかなりこまや
かだ

●コ膜表面を研
磨し缶スプレー

でトップコート
してみると、き
れいなつやっぽ
い面が形成でき
た。これならボ
ディ外板でも申
し分なし

●作業性も含め混合比がカ
ギになるので、塗料、はけ
などのほかに、ハカリも用
意しておくといいだろう。
使用したベンキは水性
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